平成12年度　年次報告（全文） by unknown
邸学
：
金沢大学
-‘理学部附属臨海実験所
年次報告
平成12年度
2000年4月1日～2001年3月31日 ）（
ﾃ
?
??
?
????
駒
〆
や
〆
堕
通
罪
凸
?
男晶璽
2錘
LH ??
律員
¥
????
???????????????????????，?????
???????????????????????
ー???????????????????????????????????
0/gobr"c〃α”“ん批0jIMAJIMA
1年4月
||lll|||lIll
oろ00－12ろろ8－8
溝ミ
Y460
76
K16
2000












平成12年度能登臨海実験所年報 研究報告
－
ヤツメウナギの血漿中に存在するカルシトニン様物質
と性成熟との関係
Reia伽nSinipbetweenplaSinacalCiinninn-likeSubStanCeandSex
maturationinlamprey
カルシトニンは､哺乳類において骨からのCaの溶出を抑えること
により血清Ca濃度を低下させる作用をもち､骨硬化ホルモンとして
知られている。また、このホルモンは、鳥類、爬虫類、両生類、硬
骨魚類及び軟骨魚類において、鰕後腺と呼ばれる内分泌腺から分泌
されている。一方、円口類には、鯉後腺は存在しないと信じられて
きた。しかしながら、Suzuki(ZoolSci.,12:607-610,1995)はサケの
カルシトニンの抗体を用いたエライサにより、ヌタウナギの血液中
に、カルシトニン様物質が存在していることを明かにした。この物
質の分子量は、今まで知られているカルシトニンの分子量（3500）
と同じであり、さらに、ラットにおいて低Ca活性をもっていた。し
たがって、この物質はカルシトニンであり、円口類にも鰕後腺が存
在している可能性が高い。一方、ヤツメウナギは円口類に属し、海
水で過ごすヌタウナギとは異なり、川と海とを往復する非常に興味
深い生活史をもつ。そこで本研究では、ヤツメウナギに注目し、カ
ルシトニン様物質が存在するか否かを調べ、さらにその作用の一つ
として性成熟との関係を調べた。
材料としてカワヤツメ（L”pe"α〃o"cα)、海産9匹（体重106
~3209)及び淡水産14匹（体重120～2689)を用いた。これらのカ
ワヤツメをMS-222で麻酔し、尾部の血管からへパリン処理したシ
リンジで採血した。その後開腹し、生殖巣重量(GSI%:生殖巣重
量/体重xlOO)を測定した。また、カルシトニン濃度はサケカルシ
トニンの抗体を用いた酵素免疫吸着測定法により、血漿カルシウム
濃度はOCPC法(Wako)により測定した。さらに、血液中のカルシ
トニン様物質の分子量を測定するため、血漿を逆相の高速液体クロ
マトグラフィー (RP-HPLC,Tosoh)により分離し、そのフラクショ
ンをウエスタンブロッティングにより分析した。
海産の雌雄のカワヤツメとGSIが低い(17%以下）淡水産の雌の
血液中にはカルシトニン様物質は検出されなかった。しかしながら、
すべての淡水産の雄とGSIが17%以上の淡水産の雌の血液中には検
出され、雄雌ともGSIと有意な正の相関が得られた（雌雄とも
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2.学会発表
*4thlntemationalSymposiumonFishEndocrmology
(WashmgtonUniv､,Seattle,Washmgton,July31-August3,2000)
Suzuki,N.
(NotoMarmeLab.,KanazawaUniv.)
Calcitonin-UkesUbstanceintheplasmaofCyclostomataandits
putativerole.
＊平成12年度日本動物学会
（2000年9月，東京，東京大学）
鈴木信雄（金沢大・臨海）。鈴木徹（水産庁。養殖研）：
ヤツメウナギの血漿中に存在するカルシトニン様物質と性
成熟との関係．
笹山雄一・坂本英規（金沢大。臨海）。杉本洋（石川県水産
総合センター）。鈴木信雄（金沢大。臨海）：サケ卵の卵膜
と卵黄にはカルシトニン(CT)のmRNAが存在する．
*平成12年度日本比較内分泌学会
（2000年11月，能登，金沢大学）
本田伸彰（東大院。理学系）
井尻憲一（東大院。理学系）
体のCa代謝．
｡笹山雄一（金沢大・臨海）．
:微重力下にあるメダカ発生個
－－白色クーー｡マ吟■一一q－－÷凸C申一一一 一一雲一一 －一壱一画尽言唖一一里マーーーーー．ロ一色･---鍾上一
－15－





